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以下の問題文を読んで、具体的事実を摘示しながら、X、Z の罪責を論じなさい。 

 

1. X と Y は、いずれも個人企業の経営者であるが、事業不振のため、多額の借金の返済に窮し、押し込み強

盗を企て、資産家甲方を狙うこと、奪い取る金が数十万円にとどまった場合は、徹底して脅迫しておいて

後日あわよくば数千万円を脅し取ることを計画した。 

2. 平成 30 年 10 月 8 日午後 11 時 30 分ころ、目出帽で覆面をして甲方に忍び込み、甲が寝入り、その妻乙

が風呂に入ったのを見届けた後、乙の湯上りを襲い、X は右手で乙の口をふさぎ、「声を出したら、殺す

ぞ」などと申し向け、左手で乙の上腕部を強くつかんだ。 

3. Y は、乙の背後から両肩をつかみ、タオルで乙の口を押さえて暴行を加え、さらに、Y は、「3000 万円出

せ。出さなければ、皆殺しにするぞ。息子や孫がかわいくないのか。」などと語気鋭く申し向けて、甲方

においてあった乙所有の現金 18 万円を奪ったうえ、「また連絡するから、3000 万円を用意しておけ」と

申し向け、乙にその支払いを約束させて立ち去った。 

4. X と Y は、同月 10 日正午から同月 11 日午後 5 時ころまでの間、前後 11 回にわたり、甲方に電話をかけ

て乙に対し、こもごも、「奥さん、金できたか」、「約束破ったら、息子も孫も皆殺しだ」、「3000 万円持っ

て六本木の交差点まで来い」などと申し向けて現金 3000 万円を要求し、乙に承諾させた。 

5. X と Y は、現金を受け取って逃走するための自動車がなかったので、Z に犯行を打ち明けて自動車の運転

を引受けさせた。X、Y、Z の 3 名は、同日午後 5 時 30 分ころ、乙から金員を受け取るため、Z の運転す

る自動車で六本木交差点に赴いたが、張り込んでいた私服警察官に気づいて逃走した。 

6. 乙は、本件後、右肩と右上腕部に鈍痛を覚え、その部位に暗紫色のあざを見出し、数日を経ても痛みやあ

ざが消えないので、約 10 日後に病院に赴いたところ、全治 3 週間を要する右肩・右上肢打撲傷と診断さ

れた。 
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以下の文章(フィクション)を読み、【設問】に答えなさい。 

 

司法書士は、強制加入団体である日本司法書士会連合会Ｙに登録しなければ司法書士として活動することが

認められない（司法書士法 8 条 1 項）。Ｙは会則を制定し、その 2 条では、「連合会は、司法書士会の会員の品

位を保持し、その業務の改善進歩を図るため、司法書士会及びその会員の指導及び連絡並びに司法書士の登録

に関する事務を行うことを目的とする」と定め、これに基づいて諸活動を行っている。Ｘは、司法書士として

長年Ｙに登録している会員の 1 人である。 

Ｙは、20＊＊年＊月＊日開催の同会の総会において、審議の後、多数決を採り、「Ａ法案反対決議」を行っ

た。それは同法案が、司法書士の職域および権益を侵害する内容であることを理由とする。また同決議は、Ａ

法案を廃案にするために、会員全員から一律 3,000 円を徴収し、同法案に反対の立場の政党への政治献金に充

てることとしていた。 

Ｘは、同法案反対決議はともかくとして、特定政党への政治献金には反対であり、Ｘの考えに賛同する複数

の司法書士とともにこの特別徴収の支払いを拒否しようとしている。 

 

【設問】 

（１）Y を強制加入団体としていることは憲法違反ではないのか、論じなさい。 

（２）それが憲法違反ではないと仮定した場合、Y が特定の政党に政治献金することは認められるか、論じな

さい。 
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次の文章を読んで、下記の【設問】に答えなさい。 

 

Ｙ株式会社（以下、Ｙ社とする。）は、名古屋市中央卸売市場北部市場において、青果仲卸業務の受託等を

目的とする。Ｙ社の発行済株式 5000 株のすべてが、名古屋市内において青果の仲買業等を目的とするＡ株式

会社（以下、Ａ社とする。）によって保有されている。Ｙ社およびＡ社は、もっぱら野菜類を取扱い、将来に

おいて果物類を取り扱う予定はない。 

Ｂ株式会社（以下、Ｂ社とする。）は、名古屋市中央卸売市場本場において青果物の仲卸業等を目的とする

が、もっぱら果物類を取扱い、将来において野菜類を取り扱う予定はない。 

Ｘは、Ａ社株式３万 4320 株（総議決権の約 21.5%）を有するほか、Ｂ社株式の 30％以上を保有し、Ｂ社の

監査役に就任している。Ｘは、Ｙ社代表取締役Ｃが、Ｃの経営するＤ社の従業員の賃金をＹ社に支払わせた疑

いがあると考えて、Ａ社株主として、Ｙ社の直近５年間の総勘定元帳、契約書および法人税の確定申告書控・

資料の閲覧請求（以下、本件閲覧請求とする。）を行った。 

 

【設問】 

ＸのＹ社に対する本件閲覧請求は認められるか。理由を示して論じなさい。 
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次のⅠおよびⅡに解答しなさい。なお、設問には平成 29 年の民法（債権関係）改正後の法律に基づいて解答

しなさい。 

 

Ⅰ 以下の文章を読んで、設問に答えなさい。 

 

 10 年前に先妻と死別した A は 4 年前から B と事実婚の状態にあった。昨年夏に A は、B に本件土地を贈与

したが、未登記のまま今年になり急死した。A には、先妻との間に娘 C がおり、他に A の相続人はいない。

C は、AB 間の本件土地の贈与の話を知っており、かねてから父 A と B の交際にも反対であったこともあり、

A 死亡後、直ちに本件土地につき、相続を原因とする所有権移転登記を経由した。その後、C は本件土地を C

の夫 D に無償で譲渡し、移転登記をした。さらに、D は事情を知らない E に本件土地を譲渡し、移転登記を

した。 

 

（設問）この場合において、B と E の法律関係を説明せよ。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 以下の文章を読んで、設問（1）および（2）に答えなさい（なお、各設問はそれぞれ独立している）。 

 

X は、自己所有の本件建物の賃貸人であるが、以下の各場合において、賃借人との間の建物賃貸借契約を解

除することができるか。 

 

設問（1）賃借人は個人商店主 A であるが、A は、税金対策上、個人商店を会社として組織し(法人たる株式会

社 B・代表 A。いわゆる法人成り)、当該法人に建物を使用させていた。なお、同法人の実権はすべて A が掌

握して、経営の実態も個人商店時代と実質的に変更はなく、従業員や店舗の使用状況も同一であった。 

 

設問（2）賃借人は、法人格を有する小規模会社 B である。従来その実質的な経営者は A であったが、経営を

めぐる内紛から、法人格 B には変更はないものの、経営者が実質的に A から C に交代（法人 B・代表 C）す

ることとなった。 

 

 


